
今後の支援体制（輪島市復旧支援協定）

３．支援の概要

１．協定締結の背景

２．輪島市の現状
輪島市がお困りになっているのは、
「受援担当（人事課）の人手不足」と「“復旧期のし
まい”までのロードマップ」。
復旧期として，輪島市が完了していない主業務は「避
難所の統廃合・閉鎖」「応援受入れ」。また、避難所
閉所に伴い支援が必要とされる被災者への寄り添った
支援（災害ケースマネジメント）の実施が必要。

発災直後から総務省職員派遣制度で、本市から２名の
職員が輪島市に派遣され、本部体制構築等の災害対応
マネジメントを実施し、輪島市から感謝と信頼をいた
だいた。帰吹後も随時相談を受け、人脈を繋ぐ等支援
を続けている。

吹田市長としては、せっかくできたご縁なので、吹田
市にしかできないような、お互いに手ごたえを感じる
支援を実施したいと思い、輪島市長とも直接調整の上、
本協定の締結に至った。

協定期間は「復旧期」とし、令和6年度末までの概ね1
年間※とするものとする。
※協定では,期間を設定するものの,必要に応じて双方合意の上,期間延長も可と
している.

輪島市の意向をふまえ、輪島市が復興に向かう上でボ
トルネックになっている復旧業務に焦点をあて，国の
中長期の職員派遣制度では届かないような細やかな行
政マネジメント業務を支援する。

・「復興本部体制の立ち上げ（ロードマップ）支援」
・「避難所の閉鎖工程作成、閉所支援」
・「受援マネジメント支援」
・「被災者への寄り添った支援対策（災害ケースマネ
ジメント）支援」

復
興
期

避難所の統廃合・閉鎖
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NHK：輪島市・吹田市協定締結式
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輪島市復旧支援協定に基づく支援プラン案

Ｂ.避難所の閉鎖支援
2次避難者

帰宅
（MAX2000名）

4月中

水道復旧
完了

宅内工事
推進

5月末

仮設住宅一部

完成予定

（計1979戸)

エアコンのある施

設に集約、

近隣のみなし

仮設に引越

8月仮設住宅

全て完成予定

⇒避難所閉鎖

Ｃ.応援職員受け入れ ①調整 ②協定等事務
③受入・

後事務
⑤微修正 以後繰り返し

4月 5・6・7・8月 9月4/3 協定締結

Ａ.復興本部支援
（ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ）

①現状把握

ブレスト

②課題整理

各所調整
④住民対話

⑤復興計画

詳細調整

③復興計画

骨子案

災害・行政マネジメント総括支援

５月末 応急対策職員派遣制度 短期派遣
総括支援チーム・対口支援約300名撤収■人的支援派遣予定

■支援プラン

≪シナリオ≫
Ⅰ：プランに基づく支援
Ⅱ：本市において災害対策本部が設置→派遣隊引き揚げ検討
Ⅲ：輪島市以外で大規模災害発生→派遣縮小、災害支援を継続

5/中旬 6/中旬 7/中旬 8/中旬 9/中旬

第7陣

第4陣

第5陣

6/1-6/30(3名)第3陣

6/16-7/15(3名)
7/1-7/31(3名)

7/16-8/15(3名)
8/1-8/31(6名)

防災対策課、人事課、福祉課、避難所担当と
業務スキーム調整、本隊の活動拠点調整・整備

4/16-30

4/23-5/2※
※2名は5/15まで

B.C.本隊（3名/陣　期間中6名程度配置）

受援マネジメント支援
避難所集約・閉鎖支援
災害ケースマネジメント支援

危管

+

各部局

A.B.総括マネジメント

B.C.先遣隊
危管、人事

福祉、消防

危管
輪島市災害対策本部・復興本部のマネジメント総括支援

第1陣

第2陣

第6陣

5/1-5/31(3名)
5/16-6/15(3名)


